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「笹山じょうもん市」が生む　地区の活力、文化の継承

　「
笹
山
じ
ょ
う
も
ん
市
」
は
、
中
条
地
区
振
興
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
笹
山

縄
文
の
里
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
も
６
月
４
日
㈰
に
笹
山
縄

文
広
場
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
、
中
条
地
区
に
あ
る
笹
山
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
火
焔
型
土

器
を
は
じ
め
と
し
た
出
土
品
が
、
平
成
11
年
６
月
７
日
に
国
宝
に
指
定
さ

れ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
、
そ
し
て
『
笹
山
縄
文
』
を
新

た
な
時
代
づ
く
り
へ
と
生
か
し
て
行
く
こ
と
を
目
指
し
、「
笹
山
じ
ょ
う

も
ん
市
」
は
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
地
区
を
挙
げ
て
行
わ
れ

て
い
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

地
元
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
発
信
に
繋
が
る

NPO法人笹山縄文の里

理事長　須藤 誠也さん

聖火台の火も火おこし機で

オープニングの練り歩きで、世界へ向けて「笹山縄文」を発信

会場を盛り上げた「笹山縄文太鼓」
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郷土芸能「大の坂」には中条
小学校の生徒たちも参加

火焔型土器聖火台への点火式

地
区
の
結
束
力
が
高
ま
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と

話
を
し
て
、
交
流
が
広
が
る
こ

と
も
魅
力
で
す
。

遠
く
か
ら
来
て
く
れ
る
人
も
い

ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
の
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行
き

た
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

子どもを連れて気軽に参加でき

るのが良いですね。地域密着で

行われるイベントなので、これ

からも続いてほしいです。

田村廣樹さん（下町・31歳）と
家族の皆さん

酒
井 

義
明
さ
ん

（
上
原
新
町
・
61
歳
）

中
林 

和
也
さ
ん

（
背
戸
・
49
歳
）

人の声参加した
来場した

■問合せ＝中条公民館☎752-2748

　
今
回
で
18
回
目
を
迎
え
た
「
笹

山
じ
ょ
う
も
ん
市
」
で
す
が
、
よ

う
や
く
一
つ
の
祭
典
と
し
て
定
着

し
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　「
近
き
者
説よ
ろ
こび

、
遠
き
者
来き
た

る
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
地
元
の
人
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
、
何
よ
り
の
発

信
に
繋
が
る
と
解
釈
し
て
い
ま

す
。
で
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く

の
市
民
に
「
ま
た
行
き
た
い
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
関
係

者
で
検
討
を
重
ね
、
未
来
に
繋
げ

て
行
き
た
い
で
す
。

～国宝のふるさとで行われる  縄文の祭典～

特
集
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2017年６月12日～８月31日

みんなでつくる開会式・閉会式みんなでつくる開会式・閉会式

http://ceremony.tokyo2020.jp/

■ 意 見 募 集 期 間 ■
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５
千
年
前
か
ら
こ
の
地
に
息
づ
い
て
い
た
文
化

　
中
条
地
区
内
の
標
高
１
７
０
〜

１
８
０
メ
ー
ト
ル
の
信
濃
川
右
岸

の
河
岸
段
丘
上
に
あ
り
ま
す
。
一

部
は
市
指
定
史
跡
と
し
て
保
存
さ

れ
、
標
柱
・
説
明
板
と
火
焔
型
土

器
が
発
見
さ
れ
た
と
き
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
９
８
０
年
か
ら
２
０
１
３
年

に
か
け
て
、
第
10
次
ま
で
の
本
調

査
や
範
囲
確
認
調
査
が
行
わ
れ
、

今
ま
で
に
約
１
万
６
千
㎡
の
範
囲

が
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。
縄

文
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
集
落
跡

の
ほ
か
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時

代
の
武
士
層
の
屋
敷
跡
な
ど
も
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。

笹
山
遺
跡
に
つ
い
て

火
焔
型
土
器
に
つ
い
て

　
火
焔
型
土
器
は
、
立
体
的
な
装

飾
に
富
み
、
優
れ
た
原
始
造
形
美

を
有
す
る
土
器
で
す
。
そ
の
独
特

な
形
や
文
様
は
、
近
隣
各
地
の
土

器
様
式
の
影
響
の
も
と
、
今
か
ら

約
５
３
０
０
年
前
に
信
濃
川
中
流

域
で
成
立
し
ま
し
た
。
以
降
約

５
０
０
年
間
に
わ
た
り
継
続
・
発

展
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
指
定
番
号
１
の
火
焔
型

土
器
（
写
真
）
は
、
ア
メ
リ
カ
・

フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
の
海
外
展

に
も
出
品
さ
れ
、
日
本
の
原
始
美

術
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
絶
賛

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員

会
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
と
閉
会
式
で
世

界
に
伝
え
た
い
「
日
本
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

市
で
も
縄
文
文
化
の
発
信
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
の
提
案
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ア
イ
デ
ア
は
下
記
の
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
投
稿
で
き
ま
す
。

縄
文
文
化
を
世
界
に
発
信
し
ま
せ
ん
か

●開会式・閉会式で世界に伝えたい日本や東京の

アピールポイント

●理由

日本のモノづくりとアートの原点である火焔型

土器に象徴される縄文文化

→縄文文化は日本文化の源流であり、「自然と

の共生」を基本に、大きな争いもなく平和で安

定した暮らしを１万年以上に渡り営んでいたと

言われている。その象徴である「国宝・火焔型

土器」を東京オリンピック ･パラリンピックの

聖火台にして、世界に向けて縄文文化の素晴ら

しさを発信してほしい。

《提案の例》

※このほかにニックネーム、

居住都道府県、年代、性別

の入力が必要

　
学
生
た
ち
は
中
条
地
区
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
で
考
え
・
動
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
大
学
で
も
人
材

育
成
の
た
め
に
「
地
域
貢
献
」
が

重
要
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
交

流
を
進
め
て
行
き
た
い
で
す
。

　「
笹
山
じ
ょ
う
も
ん
市
」
も
、

文
化
的
な
価
値
の
高
さ
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
何
よ
り
そ
の
共
生
や

平
和
と
い
っ
た
縄
文
の
心
を
知
る

こ
と
が
、
貴
重
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
、
学
生

た
ち
に
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
交
流
を
通
じ
、
十
日
町
市
の
人

の
温
か
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
何
も
知
ら
ず
に
や
っ
て
き

た
自
分
た
ち
に
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
冊
子
は
読

ん
だ
人
に「
十
日
町
市
の
温
か
さ
」

が
伝
わ
る
よ
う
作
り
ま
し
た
。
完

成
後
、
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら
喜
ん

で
も
ら
え
て
、
本
当
に
う
れ
し
い

で
す
。

　
ま
た
、あ
い
さ
つ
は
も
ち
ろ
ん
、

相
手
の
立
場
を
思
い
や
る
こ
と
な

ど
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
社
会
に
出
た
と
き
、
必

ず
今
回
の
経
験
が
生
き
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
も
若
い
学
生
た
ち
と
交

流
す
る
と
元
気
を
も
ら
う
こ
と
が

で
き
、
地
区
に
と
っ
て
も
活
性
化

に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
発
展
し
て
行
く
に
は
、

若
い
人
た
ち
の
感
性
が
不
可
欠
だ

と
思
い
ま
す
し
、
何
よ
り
頑
張
る

学
生
た
ち
の
姿
を
見
た
地
元
の
子

ど
も
た
ち
の
心
に
、「
や
が
て
は

自
分
も
」
と
い
う
芽
生
え
が
期
待

で
き
る
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
大
学
と
の
交

流
は
続
け
て
行
き
た
い
で
す
。

　
中
条
地
区
で
は
、
２
０
１
５
年
か
ら
新
潟
国
際
情
報
大
学
（
新
潟
市
）
と
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち

は
中
条
地
区
を
訪
れ
、
地
区
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
笹

山
じ
ょ
う
も
ん
市
」
で
も
、
運
営
の
手
伝
い
や
独
自
企
画
の
催
し
な
ど
、
大
活
躍
で
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
春
に
は
交
流
の
一
環
で
学
生
た
ち
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
観
光
冊
子
『
ち
ょ
こ
っ
と
十
日
町
』
が

作
成
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
、
そ
し
て
そ
れ
を
見
守
る
関
係
者
に
、
話
を
聞
き
ま
し
た
。

交
流
と
い
う
地
域
貢
献
で

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

学
生
た
ち
の
姿
を
見
た

子
ど
も
た
ち
に
期
待

新
潟
国
際
情
報
大
学
　
情
報
文
化
学
部

教
授
　
内
田
　
亨
さ
ん

新
潟
国
際
情
報
大
学
　
情
報
文
化
学
部

４
年
　
松
田
　
和
也
さ
ん

中
条
地
区
振
興
会

会
長
　
庭
野
　
三
省
さ
ん

新潟国際情報大学情報文化学部情報システム学科の皆さん（右から２人目が松田さん）

作
成
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
、
そ
し
て
そ
れ
を
見
守
る
関
係
者
に
、
話
を
聞
き
ま
し
た
。

▲完成した冊子

「
学
」
と
の
連
携
で
新
し
い
展
開
が
生
ま
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
を
学
ぶ
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

Pick
Up
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Pick
Up

〆７月28日㈮　

申企画政策課移住定住推進係

　（☎755-5137）

あなたの結婚を地域ぐるみで応援します
● ● ● ● ●問合せ：企画政策課移住定住推進係☎755-5137

ハピ婚サポーター・結婚新生活支援事業補助金平成30年度採用の十日町市職員の募集

チャレンジ精神あふれる人を求めています
● ● ● ● ●問合せ：総務課人事係☎757-9787

　
平
成
30
年
４
月
１
日
採
用
の
十
日
町
市
職
員
採
用
試
験
（
第
３
回
）
を

実
施
し
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
受
験
資
格
＝
昭
和
55
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
民
間
企

業
な
ど
に
お
け
る
職
務
経
験
期

間
が
平
成
29
年
７
月
末
現
在
で

５
年
以
上
あ
る
人

●
募
集
人
数
＝
３
人
程
度

●
給
与
（
初
任
給
）
＝
19
万
７
０

０
０
円
程
度
（
最
終
学
歴
高
等

学
校
卒
、
勤
務
年
数
12
年
の
場

合
の
一
例
）

●
受
験
資
格
＝
平
成
８
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
、
学
校
教

育
法
に
よ
る
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
人
、
ま
た
は
平
成
30
年
３

月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

人
※
市
長
が
こ
れ
ら
と
同
等
と
認
め

る
人
を
含
む

●
募
集
人
数
＝
３
人
程
度

●
給
与
（
初
任
給
）
＝
14
万
６
１

０
０
円

一
般
事
務
社
会
人
経
験
者

一
般
事
務
初
級

共
通
事
項

【
第
１
次
試
験

：

筆
記
試
験
】

日
９
月
17
日
㈰

会
十
日
町
市
役
所

●
試
験
科
目
＝
教
養
試
験
・
専
門
試

験
（
一
般
事
務
社
会
人
経
験
者
お

よ
び
一
般
事
務
初
級
は
除
く
）・

作
文
・
適
性
検
査

【
第
２
次
試
験

：

集
団
面
接
試
験
】

日
10
月
上
旬
予
定
（
会
場
な
ど
の
詳

細
は
、
１
次
試
験
合
格
者
に
直
接

通
知
）

〆
８
月
18
日
㈮
ま
で

申
必
要
書
類
を
人
事
係
へ
提
出

※
申
込
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

・
持
参
す
る
と
き
＝
平
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に
人
事
係

へ
持
参
（
本
人
以
外
で
も
可
）

・
郵
送
す
る
と
き
＝
必
ず
簡
易
書
留

郵
便
で
送
付
（
８
月
18
日
㈮
ま
で

の
消
印
有
効
）

●
必
要
書
類
＝

・
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
人
事
係

に
配
置
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
）

・
成
績
証
明
書
（
最
終
学
歴
の
も
の
。

来
春
卒
業
見
込
み
の
人
は
最
近
ま

で
の
も
の
）

・
卒
業
証
明
書
（
卒
業
見
込
み
の
人

は
卒
業
見
込
証
明
書
）
※
保
育
士

は
不
要

・
返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
）
82
円

切
手
を
貼
付
し
、
送
先
住
所
・
氏

名
記
入
の
も
の
２
枚

※
保
育
士
へ
の
応
募
は
保
育
士
証
の

写
し
ま
た
は
保
育
士
資
格
証
明
書

の
写
し
及
び
幼
稚
園
教
諭
免
許
状

の
写
し
（
取
得
見
込
者
は
除
く
）

　「
イ
ベ
ン
ト
に
出
る
の
は
苦
手
」「
婚
活
し

て
い
る
こ
と
を
周
囲
に
知
ら
れ
た
く
な
い
」

｜
｜

結
婚
や
婚
活
を
悩
ん
で
い
る
人
を
支
援

す
る
た
め
、
地
域
に
根
差
し
て
活
動
す
る
10

人
の
世
話
焼
き
さ
ん
「
ハ
ピ
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　
結
婚
を
希
望
す
る
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
両

親
か
ら
の
相
談
に
も
の
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

サ
ポ
ー
タ
ー
間
で
情
報
交
換
し
、
お
見
合
い

の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ハピ婚サポーター

会長　藤巻 洋子さん

　「ハピ婚サポートセン

ターとおかまちマリアー

ジュ」と、サポーターの１

人ひとりが連携し、幸せな

結婚をお手伝いします。

　相談することも、イベン

トへの参加も、結婚への第

一歩。少しだけ勇気と関心

をもって最初の一歩、踏み

出してください。

氏　名 担当地区 電話番号

野上　信子 十日町 757-8995

高橋四美男 中　条 752-3281

村山　貞夫 川　治 757-8628

吉沢　利子 吉　田 757-1730

藤巻　洋子 下　条 755-2273

井口　敬子 水　沢 758-3058

井川　和子 川　西 768-2181

樋口富士子 中　里 763-2529

関谷　初子 松　代 597-3609

本山　敏雄 松之山 596-2456

［ハピ婚サポーターの皆さん］

日７月30日㈰午後２時～　

会分じろう

対20歳以上の結婚を希望する独身男性

定10人

ハピ婚サポーターによる「結婚なんでも相談」参加者募集

　
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
、
十
日
町
市
で
結
婚
し
、
新
生
活
を
始
め
る

新
婚
世
帯
の
居
住
や
引
越
費
用
に
対
し
て
、
最
大
24
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す

こ
と
。

①
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
、
十

日
町
市
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、

受
理
さ
れ
た
世
帯

②
十
日
町
市
に
住
民
票
を
有
し
、

婚
姻
後
５
年
以
上
市
内
に
居
住

す
る
意
思
が
あ
る
こ
と

③
申
請
日
が
属
す
る
年
度
の
前
年

度
の
夫
婦
の
合
計
所
得
額
が
３

４
０
万
円
※

未
満
で
あ
る
こ
と

④
過
去
に
、
同
様
の
補
助
金
の
交

付
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と

⑤
夫
婦
と
も
市
税
に
滞
納
が
な
い

こ
と

補
助
対
象
世
帯

補
助
対
象
経
費

　
対
象
世
帯
の
新
生
活
に
か
か
る

左
記
の
費
用
。

【
住
居
費
】

●
住
宅
の
購
入
に
か
か
る
費
用

●
住
宅
の
賃
貸
借
に
か
か
る
費
用

（
敷
金
・
礼
金
・
賃
料
・
保
証
金
・

共
益
費
・
仲
介
手
数
料
な
ど
）

【
引
越
費
用
】

●
引
越
業
者
ま
た
は
運
送
業
者
に

支
払
っ
た
費
用

本　人 配偶者
世帯収入

収入 所得 収入 所得

4,925 3,400 650 0 4,925～5,575

4,000 2,660 1,390 740 5,390

3,000 1,920 2,372 1,480 5,372

2,500 1,570 2,872 1,830 5,372

※世帯所得340万円の夫婦合計収入額の目安
（単位：千円）

●
受
験
資
格
＝
昭
和
58
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
、
学
校
教

育
法
に
よ
る
大
学
・
短
期
大
学
・

高
等
専
門
学
校
・
専
門
学
校
の

土
木
専
門
課
程
を
卒
業
し
た

人
、
ま
た
は
平
成
30
年
３
月
３

１
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

●
募
集
人
数
＝
３
人
程
度

●
給
与
（
初
任
給
）
＝
15
万
８
８

０
０
円

●
受
験
資
格
＝
昭
和
58
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保

育
士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭
免
許

の
両
方
を
有
す
る
人
、
ま
た
は

今
年
度
に
取
得
見
込
み
の
人

●
募
集
人
数
＝
１
人

●
給
与
（
初
任
給
）
＝
15
万
８
８

０
０
円

土
木
技
師
中
級

保
育
士

今
年
度
の
試
験
は
、
１
人
１
職

種
の
応
募
に
限
り
ま
す
。

参加費無料!!

気軽に参加し

てください

　“結婚したいのか分からない”“結婚したいけど、どうしたらいいの”

と一人で悩まず、ハピ婚サポーターに相談してみませんか。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
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新しい保険証と納税通知書などをお届けします

国民健康保険・後期高齢者医療制度のお知らせ

● ● ● ● ●問合せ：市民生活課国保年金係☎757-3735

保
険
証
の
更
新

保
険
料

保
険
料
の
納
付
方
法

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

国
保
税
の
減
免
（
要
申
請
）

年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
制
度
）

保
険
証
の
更
新

　
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い

保
険
証
を
世
帯
主
宛
に
郵
送
し
ま

す
。現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証
は
、

７
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
新
し
い
保
険
証
の
色
＝
空
色

●
発
送
日
＝
７
月
21
日
㈮

●
留
意
事
項

・
保
険
証
の
記
載
事
項
に
誤
り
が
あ

っ
た
と
き
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い

・
保
険
証
裏
面
の
注
意
事
項
を
よ
く

読
ん
で
く
だ
さ
い

・
学
生
の
特
例
に
該
当
す
る
保
険
証

も
転
出
前
の
世
帯
主
へ
郵
送
し
ま

す

【
３
割
負
担
と
な
る
人
】

　
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
の
中
に
、
住
民
税
課

税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
所
得

者
が
い
る
と
き
。

※
こ
れ
以
外
の
人
は
１
割
負
担

　
た
だ
し
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る

と
き
も
、
申
請
に
よ
り
１
割
負
担
に

な
り
ま
す
。

●
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
１
人

・
被
保
険
者
の
収
入
合
計
金
額
が

３
８
３
万
円
未
満

・
被
保
険
者
及
び
同
一
世
帯
の
70
歳

〜
74
歳
の
方
全
員
の
収
入
合
計
金

額
が
５
２
０
万
円
未
満

●
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
複
数

・
被
保
険
者
全
員
の
収
入
合
計
金
額

が
５
２
０
万
円
未
満

　
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
に
支
払
う

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
、
１
割

ま
た
は
３
割
で
す
。
同
一
世
帯
の
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の

前
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
判
定
し
ま

す
。

　
８
月
１
日
か
ら
来
年
の
７
月
31
日

ま
で
の
自
己
負
担
割
合
は
、
新
し
い

保
険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
軽
減
（
申
請
不
要
）

●
一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯
に
対
し

て
の
軽
減

・
均
等
割
額
＝
世
帯
の
所
得
状
況
に

応
じ
て
、
９
割
、
８
・
５
割
、
５
割
、

２
割
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
所
得
割
額
＝
個
人
の
所
得
状
況
に

応
じ
て
、
２
割
軽
減
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
前
日

に
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
人
へ
の
軽
減

※
国
保
や
国
保
組
合
に
加
入
し
て
い

た
人
は
対
象
外

※
特
別
徴
収
で
納
め
て
い
る
人
で
、

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
希
望
す

る
と
き
は
申
請
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
た
「
所

得
割
」
と
、
被
保
険
者
が
均
等
に
負

担
す
る
「
均
等
割
」
の
合
計
が
年
間

保
険
料
額
と
な
り
、
個
人
が
納
付
義

務
者
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
７

月
14
日
㈮
発
送
の
年
間
保
険
料
額
の

通
知
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い

保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。
現
在
使
用

し
て
い
る
保
険
証
は
、
７
月
31
日
で

有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●
新
し
い
保
険
証
の
色
＝
ベ
ー
ジ
ュ
色

●
発
送
日
＝
７
月
18
日
㈫

●
留
意
事
項

・
保
険
証
の
記
載
事
項
に
誤
り
が
あ

っ
た
と
き
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い

国
保
税

国
保
税
の
軽
減
（
申
請
不
要
）

　
平
成
29
年
度
の
保
険
税
率
は
据
え

置
き
と
な
り
ま
す
。

　
国
保
税
は
、
被
保
険
者
の
所
得
・

資
産
・
人
数
な
ど
に
応
じ
て
世
帯
単

位
で
計
算
し
、
世
帯
主
が
納
税
義
務

者
と
な
り
ま
す
。
世
帯
主
が
ほ
か
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
と
き
で

も
、
世
帯
の
ど
な
た
か
が
国
保
に
加

入
し
て
い
れ
ば
世
帯
主
宛
に
納
税
通

知
書
が
送
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

７
月
18
日
㈫
発
送
の
納
税
通
知
書
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
世
帯
主
お
よ
び
被
保
険
者
、
特
定

同
一
世
帯
所
属
者
の
前
年
の
総
所
得

金
額
金
額
が
一
定
の
基
準
以
下
の
と

き
、
均
等
割
・
平
等
割
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
納
税
通
知
書
に
同

封
さ
れ
て
い
る
「
国
民
健
康
保
険
税

の
お
知
ら

せ
」
を
確

認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
世

帯
は
、
原
則
と
し
て
世
帯
主
の
年
金

か
ら
天
引
き
で
国
保
税
が
徴
収
さ
れ

ま
す
。

●
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者

●
世
帯
内
の
国
保
の
被
保
険
者
全
員

が
65
歳
以
上
75
歳
未
満

●
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年

額
が
18
万
円
以
上
で
あ
り
、
国
保
税

と
介
護
保
険
料
の
合
算
額
が
年
金
額

の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
こ
と

※
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
を
希
望
す

る
と
き
は
申
請
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　
次
の
理
由
に
該
当
し
、
納
税
が
著

し
く
困
難
な
世
帯
は
国
保
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

●
震
災
・
風
水
害
・
火
災
そ
の
ほ
か

の
災
害
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な
ど

が
著
し
い
損
害
を
受
け
た
世
帯

●
倒
産
・
廃
業
・
休
業
・
失
業
・
疾

病
・
そ
の
ほ
か
の
理
由
に
よ
り
所

得
が
著
し
く
減
少
し
た
世
帯

●
そ
の
ほ
か
特
別
な
事
情
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
世
帯

●４月の年金からすでに納めている人（特別徴収）

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

仮徴収 本徴収

年金 年金 年金 年金 年金 年金

・４月、６月、８月の納付額＝平成29年
度の保険料額が確定していないため、仮に
算定された保険料額を納めます。

・10月、12月、２月の納付額＝確定した
年間保険料額から、４月、６月、８月の納
付額を差し引いた残額を納めます。

●７月から納付書または口座振替で納める人（普通徴収）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

納付なし 納付書　または　口座振替

確定した年間保険料額を、平成29年７月～平成30年３月に分けて納めます。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　
満
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
加
入
す
る
た

め
、
有
効
期
限
が
変
わ
り
ま
す
。

期
限
が
切
れ
る
前
に
、新
し
い「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
」

を
送
付
し
ま
す
。

平
成
30
年
７
月
31
日
ま
で
に

75
歳
に
な
る
人

　
満
75
歳
の
誕
生
日
ま
で
に
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
」

を
送
付
し
ま
す
。

平
成
30
年
７
月
31
日
ま
で
に

75
歳
に
な
る
人

ジェネリック（後発）
医薬品希望カードの配布

ジェネリック医薬品とは

　ジェネリック（後発）医薬品とは、

新薬（先発医薬品）の特許期間が終了

したあと、厚生労働省承認のもとに発

売するものです。開発費用が抑えられ

るため、同じ成分・効果でも価格が安

く、薬代の負担を軽くできます。

※ジェネリック医薬品を使えないとき

もありますので、医療機関などで確

認してください

　保険証と一緒に「ジェネリック医薬

品希望カード」を１世帯に１枚配布し

ます。希望カードは市役所市民生活課

国保年金係（各支所市民課）窓口にも

ありますので、複

数枚必要な人は申

し出てください。

ジェネリック医薬品とは
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市
で
は
母
子
の
健
康
保
持
や
子
育
て
に
関
す
る
精
神
的
・
経
済
的
な
不
安
や
負
担
を
和
ら
げ
る
た
め
、
妊
娠
期
か
ら

の
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
一
部
支
援
策
を
拡
充
し
ま
す
。
子
ど
も
を
ほ
し
い
と

望
ん
で
い
る
人
た
ち
が
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

●
対
象
＝
市
内
に
住
所
を
有
す
る
妊
産
婦

●
期
間
＝
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
出

産
し
た
月
の
翌
月
末
日
ま
で

●
助
成
額
＝
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負
担
額
（
健
康

保
険
対
象
分
の
み
）
か
ら
次
の
①
〜
④
に
掲
げ
る
額

を
控
除
し
た
額
を
後
日
、
償
還
払
い
（
指
定
口
座
に

振
り
込
み
）
し
ま
す
。

①
通
院
１
日
に
つ
き
５
３
０
円（
同
一
の
医
療
機
関
・

診
療
科
に
１
か
月
４
回
ま
で
負
担
、
５
回
目
以
降

無
料
）

②
入
院
１
日
に
つ
き
１
２
０
０
円

※
平
成
29
年
９
月
１
日
入
院
分
か
ら
は
無
料

③
医
師
処
方
の
薬
剤
費
用
は
無
料

④
指
定
訪
問
看
護
１
日
に
つ
き
２
５
０
円

●
申
請
方
法
＝
医
療
機
関
窓
口
で
自
己
負
担
額
を
い
っ

た
ん
支
払
っ
た
あ
と
、
助
成
申
請
書
に
領
収
書
な
ど

を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
助
成
事
業
は
産
婦
人
科
以
外
の
診
療
科
分
の
医
療

費
も
対
象
と
な
り
ま
す

申
・
問
健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子
保
健
係

　
☎
７
５
７
―
９
７
５
９

妊
産
婦
へ
の
医
療
費
助
成

一部
拡大

産
後
ケ
ア
事
業

継続市
内
に
住
所
を
有
す
る
出
産
後
５
か
月
未
満
の
産
婦

お
よ
び
乳
児
に
、
母
体
管
理
、
沐も
く

浴
、
授
乳
指
導
そ
の

ほ
か
必
要
な
保
健
指
導
を
医
療
機
関
で
行
い
ま
す
。

出
産
後
、
自
宅
で
子
育
て
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
が

い
な
い
と
き
や
、
育
児
や
体
の
回
復
に
不
安
の
あ
る
人

は
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
＝
宿
泊
を
伴
う
利
用

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
＝
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の

日
帰
り
利
用

※
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
合
計
７
日
間
ま

で
助
成

●
実
施
医
療
機
関
＝

　
た
か
き
医
院
（
馬
場
丙
１
５
５
０
―
１
）

●
利
用
者
負
担
額
＝
産
後
ケ
ア
事
業
に
係
る
経
費
の
う

ち
一
部
を
市
が
助
成
し
ま
す
。
利
用
者
の
１
日
当
た

り
の
負
担
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
５
千
円

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
２
千
円

問
た
か
き
医
院

　
☎
７
５
８
―
２
３
６
１

特定不妊
治療費の
全額助成

●対象＝県の特定不妊治療助成を受けた人で、夫・妻のいずれかが市内に住所

を有し、妻の年齢が43歳未満の夫婦

●助成額＝特定不妊治療（体外受精または顕微授精）に要した費用の額から、

県の助成額を控除した全額を助成します。

●回数＝夫婦１組につき通算６回を上限（妻の年齢が40歳

以上の場合は３回）

※年間に複数回申請が可能です。

申・問健康づくり推進課母子保健係☎757-9759

継続

安心して子どもを産み育てるために

妊娠・出産のための支援

● ● ● ● ●問合せ：健康づくり推進課母子保健係☎757-9759

若
者

若
者
若
者者

若
者

若
者者

者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

■問合せ

　産業政策課

　☎757-3139

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

協力
企業

・管（給排水・衛生・

空調・消融雪）・土

木・さく井・設備

機械の保守管理等

・従業員91人

・十日町市新座甲

・☎757-8211

・よりよい生活環境を目指して、日々チャレンジし

ています。

■株式会社 拓越

地元での生活を選び、川西高校卒業とともに入社。
土木課に配属され現在４年目。

小堀 恭平さん（霜条・21歳）

高校卒業後、大学進学のため上京。東京での勤務経
験を経て、地元に戻り入社。設備課に配属され現在
３年目。

村山 克史さん（新宮乙・27歳）

地
元
の
た
め
に
働
く
道
を
選
ん

だ

失
敗
は
成
功
の
も
と
を
実
感

自
分
の
将
来
を
見
据
え
て

小
堀
さ
ん
―
高
校
生
の
と
き
、
当
社
の

見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。
社
員
の
元
気
の

良
さ
と
、
そ
し
て
造
っ
た
も
の
が
地
元

に
残
る
こ
の
仕
事
に
憧
れ
、
入
社
し
ま

し
た
。

村
山
さ
ん
―
大
学
卒
業
後
、
東
京
で
働

き
ま
し
た
が
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き

が
色
濃
く
残
る
地
元
が
恋
し
く
な
り
、

さ
ら
に
「
現
場
で
働
き
た
い
」
と
い
う

思
い
が
強
く
な
っ
た
た
め
、
こ
こ
に
戻

っ
て
き
ま
し
た
。

村
山
さ
ん
―
「
段
取
り
八
分
、
仕
事
二

分
」
と
い
う
よ
う
に
、
仕
事
の
段
取
り

を
上
手
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。
準
備
を
怠
ら
な
い
社
員
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

小
堀
さ
ん
―
「
小
堀
に
任
せ
れ
ば
大
丈

夫
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
社
員
を
目
指

し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
積
極
性
を

大
切
に
、
ま
ず
は
土
木
施
行
管
理
技
士

の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

小
堀
さ
ん
―
消
雪
パ
イ
プ
な
ど
の
設
置

工
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
失
敗
を
し
ま
し
た
が
、
同
じ
こ
と
は

繰
り
返
さ
な
い
と
決
め
、
日
々
働
い
て

い
ま
す
。
昨
年
か
ら
は
現
場
を
任
せ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
少
し
ず
つ
で

す
が
自
分
の
成
長
を
感
じ
、
同
時
に
充

実
感
を
得
て
い
ま
す
。

村
山
さ
ん
―
新
築
・
改
築
す
る
住
宅
な

ど
で
、
水
回
り
の
機
器
設
備
の
工
事
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
私
も
失
敗
や
ミ
ス

を
経
験
し
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
と
き
上

司
か
ら
、
お
客
様
の
立
場
に
立
っ
て
考

え
て
仕
事
を
す
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
、

仕
事
へ
の
意
識
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。現
場
仕
事
は
責
任
も
重
大
で
す
が
、

そ
の
分
や
り
が
い
も
感
じ
て
い
ま
す
。
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イタリア・コモ

市との交流推進の

ため、姉妹都市交

流協会では今年か

ら新たな取り組み

を始めました。そ

れは、上村農園代表の上村一昭さん（南鐙坂・

68歳）の合鴨農法の田で、訪れるコモの人

たちに米作りを体験してもらい、おいしいお

米を食べてもらおうというもの。

この日は、その田に地元鐙島保育園の園児

たちが、合鴨のひなを放鳥しました。「ひな

はフワフワでかわいかった。草をいっぱい食

べて、おいしいお米にしてほしい」と参加し

た丸山悠都くん（５歳）は元気に感想を話し

ました。秋には、コモの人たちに食べてもら

えることを楽しみにしています。

市のまちなかに誕生した双子の施設が１周年を迎え、感謝の気持ちを

込めたさまざまな催しが行われました。参加した村山ミドリさん（昭和

町１）は、「イベントがたくさんあるので、いつも活用させてもらって

います。気楽に来られて、いろいろな人と出会えるのが良いところです」

と施設の長所を語ります。また、施設

コーディネーターである市民活動ネッ

トワークひとサポの韮澤篤さんは、「た

くさんの人に育てられ１歳を迎えまし

た。これからも多くの市民に愛される

集いの場として活用してほしいです」

と笑顔で話してくれました。

な ご み の

家・ワークセ

ンターなご

み・ワークセ

ンターかわに

し・障がい福

祉サービス

事業所エンゼル妻有の利用者142人に対

し、歯科健診が実施されました。これは、

十日町市・中魚沼郡歯科医師会の主催に

より「歯と口の健康週間」に合わせて行

われたものです。

健診を行った中林弘歯科医師は、「口

腔ケアのパンフレットも配布しました。

家族や施設の職員も一緒になり、歯科衛

生に取り組んでもらいたいです」と話し

てくれました。

日本パラ陸上競技選手権大会に、十日町アクティブスポーツに所属する中山一

真さん（塚原町・17歳）が出場し、聴覚障がいT60クラスの400メートルで優勝、

800メートルでも第２位に輝きました。また、７月１日㈯・２日㈰に開催された

関東パラ陸上競技選手権にも出場し、800メートルで第２位に入りました。

中山さんは世界選手権への出場を目指して、練習に励んでいます。若いアスリ

ートの飛躍と挑戦に応援をお願いします。

この日、中里地域では交通死亡事故ゼロ3,650日を

達成。これを祝し、800人が参加して記念式典とアト

ラクションが行われました。

式典で、十日町地区交通安全協会長の鈴木登さんは

「中里では昭和55年から交通死亡事故ゼロの継続に取

り組んでいます。今回の10年間・3,650日という記録

の達成は、地域一丸となった協力があったからこそで

す」とあいさつ。地域の皆さんとともに、喜びをわか

ち合いました。イベントでは中里芸能協会による交通

安全寸劇や県警音楽隊の演奏などが行われたほか、全

員で交通安全誓

いの言葉が唱和

され、今後の記

録継続を誓い合

いました。

市の国際交流員（CIR）が企画しているこの大会は、市内のバス

ケットボールチームと７県におよぶALT（外国語指導助手）やCIR

など、100人余りが参加。各チームにはアメリカ・イギリス・オー

ストラリア・ニュージーランド・カナダ・マダガスカルなどさまざ

まな国の出身者が所属し、国際色豊かな交流が行われました。参加

したキャメロン・チェンさん（アメリカ・32歳）は「毎年この大会が楽しみで、アメリカから十日町市

に遊びに来ています」とさわやかに話しました。年に２回開催されているこの大会の、さらなる発展が期

待されます。

十日町市消防団は十日町・川西・中里・松代・松之山の

地域ごとに方面隊が組織され、活動しています。今回全て

の方面隊が集い、初めての合同演習が行われました。1,350

人が参加した演習は、市役所本庁舎周辺の市街地で開催さ

れたため、団員の家族や消防団協力事業所の皆さんも多く

見学に訪れました。分列行進やポンプ操法などに臨む表情・

動きなど、日ごろ家庭や職場では見せない団員たちの新た

な一面を見て、訪れた皆さんも感激した様子でした。

晴天に恵まれたこの

日、川西地域の春の伝統

行事「節黒城跡開山祭り」

が開催されました。

妻有郷一帯を一望でき

る城跡展望台からは、恒

例の大名行列が出発。地

元の子どもたちも、姫君

や少年剣士などに扮して

参加しました。このほか、

信濃川を挟んだ対岸の大

井田城跡などとのろし交換も行われ、訪れた人たちは、歴

史を偲ぶイベントを楽しんでいました。

コモ市の皆さん、十日町へ「鴨
カモ

ーン」

６月８日㈭：南鐙坂

分じろう・十じろう１歳バースデー

６月10日㈯：分じろう・十じろう

みんなで取組む歯科衛生

６月８日㈭：なごみの家・エンゼル妻有

世界を目指せ！若いアスリートの飛躍と挑戦

６月10日㈯・11日㈰：東京・駒沢オリンピック公園陸上競技場

地域に根差した交通安全　中里地域の3,650日

６月２日㈮：なかさとアリーナ

里山の復元を目指して

６月４日㈰：旧市民スキー場

第13回新潟 in the 田舎国際バスケットボール大会

６月３日㈯・４日㈰：中里アリーナ・貝野小学校

地域を守る消防団、一堂に会す

６月４日㈰：市役所本庁周辺

新緑の中、大名行列壮観に

６月11日㈰：節黒城跡展望台

「第６回十日町市民協働の森づくり植

樹祭・風の森フェスティバル」が開催さ

れ、約180人が参加しました。旧市民ス

キー場を里山に復元するため、平成24

年に始まった植樹活動も今回で完了しま

した。この日は活動の完了を記念する石

碑の除幕と、ブナ・コナラの植樹が行わ

れました。今後は６年間に植樹された約

12,000本

の育樹活動

が展開され

ます。
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催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ
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ら
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・
相
談
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

地元サポーター“J
じ さ ぽ

ISAPO”事務局紹介

Facebookあります

JISAPO こへび隊

　JISAPO事務局は、現在20歳から60歳代の幅広い年代18人で運営してい

ます。そんな事務局の活動を紹介します。

①定例会議（月１回）

　各種案件の報告や決起集会などのJISAPO交流会の計画、また、サポータ

ーが活動しやすい環境をつくるための提案などが話し合われます。

②英会話教室（月１回）

　大地の芸術祭に訪れる海外の観光客に、英語で案内ができるよう「実践的

に・楽しく・分かりやすく・丁寧に」を目標として開催しています。

③facebookの更新（随時）

　イベント案内や募集、活動を報告する日記の更新などを行っています。

　JISAPO事務局とサポーターの活動内容を多くの人に伝え、一緒に芸術祭

を盛り上げていけるよう運営を進めます。

■問合せ＝観光交流課芸術祭企画係　☎757-2637

　英会話教室の様子。講師を招き、
毎回２時間程度の講義を行ってい
ます。

地元から芸術祭を盛り上げよう！！

地元サポーター・こへび隊
活動日誌

一緒に事務局の

活動を盛り上げ

てみませんか？

希望の方は facebook から連絡、

もしくは活動時に事務局メンバ

ーに声を掛けてください。

JISAPO

随時
募集中！

「社会を明るくする運動」推進のための総理大臣メッセージが、十日町・津南

地区保護司会長の村山峰子さんから市長へ伝達されました。これは、すべての

人が犯罪や非行の防止、またそこからの立ち直りを考え、明るい地域社会を作

るための全国的な運動です。村山会長は「協力して、安全・安心な地域社会を

築きましょう」と話すとともに、日々の保護司の活動も報告しました。

犯罪・非行を防止し、立ち直りを支える地域の力

６月26日㈪：市役所本庁

佐藤 可奈子さん（30歳・小泉２）

「さまざまな困難がありましたが、地域の人・仲間・家族と、

たくさんの人に支えられてきました。みんなで取った賞です」

と感謝を語った佐藤さん。農業の可能性や価値を高めるため、

農産物の６次産業化や情報誌の発行などに取り組み、農業や

里山の文化を未来に繋げる活動が評価されました。

男女共同参画担当大臣賞

（平成29年度女性のチャレンジ賞）

澤野 利弘さん（73歳・上原新町）

平成９年に十日町地区交通安全協会の監事に就任。以来、

現在まで財政面を中心に円滑な組織運営に尽力しました。澤

野さんは、「協会の皆さんが活動しやすい組織作りに寄与で

き、またそれが認められて本当にうれしいです。支えてくれ

た家族にも感謝しています」と話してくれました。

関東管区警察局長・関東交通安全協会連合会長表彰

（交通安全功労）

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

連載コーナー

演
奏
会

ボ
イ
コ
・
ス
ト
ヤ
ー
ノ
フ

が
伝
え
た
い
音
楽
の
魅
力

　
自
由
で
楽
し
く
、
大
ら
か
な
音

楽
の
魅
力
を
伝
え
ま
す
。

日
７
月
15
日
㈯
午
後
８
時
〜

　
※
開
場
５
時
30
分

会
正
念
寺
（
神
明
町
）

￥
８
０
０
円（
前
売
り
５
０
０
円
）

申
・
問
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

（s
a
to
y
a
m
a
@
to
k
a
m
a
c
h
i.

sh
o
p

）
で
里
山
フ
ィ
リ
ア
演

奏
会
実
行
委
員
会
（
☎
７
５
７

｜

８
３
４
５
）

ま
ほ
ろ
ば
の
里
川
治
・
ヴ
ィ
ラ
あ
か
し

大
納
涼
会

日
7
月
15
日
㈯
午
後
4
時
30
分
〜

7
時
30
分

内
屋
台
・
演
奏
ほ
か

他
雨
天
の
と
き
は
屋
内
で
開
催

会
・
問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ま

ほ
ろ
ば
の
里
川
治
（
☎
７
６
１

｜

７
３
３
３
）

土
日
な
い
ん
・
い
れ
ぶ
ん
市

　
地
元
産
品
を
取
り
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。
出
店
仲
間
も
募
集
中
。

日
７
月
15
日
㈯
〜
8
月
13
日
㈰
ま

で
の
毎
週
㈯
・
㈰
午
前
9
時
〜

11
時

会
分
じ
ろ
う

問
ス
ガ
ワ
ラ
商
会
・
菅
原
（
☎
０

８
０

｜

６
０
３
９

｜

１
８
９
０
）

木
彫
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
７

中
央
展
出
品
作
家
の

　
　
　
　
　
　

公
開
制
作

　
彫
刻
作
品
の
粗あ
ら

彫ぼ

り
の
段
階
を

公
開
し
、
作
品
が
出
来
上
が
る
工

程
が
観
覧
で
き
ま
す
。
4
人
の
作

家
が
公
開
制
作
し
技
術
を
競
い
ま

す
。

●
参
加
作
家
＝
藤
巻
秀
正
さ
ん
・

角
谷
豊
明
さ
ん
・
古
川
憲
さ
ん
・

小
林
実
さ
ん

日
7
月
15
日
㈯
〜
30
日
㈰
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分
（
会

期
中
無
休
）

　
※
30
日
㈰
午
後
5
時
30
分
か
ら

閉
会
式
を
開
催
（
バ
ン
ド
演
奏

あ
り
）

会
・
問
星
と
森
の
詩
美
術
館
（
☎

７
５
２

｜

７
２
０
２
）

十
日
町
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

納
涼
盆
踊
り
の
集
い

　
郷
土
の
盆
踊
り
を
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
7
月
19
日
㈬
午
後
1
時
〜
3
時

会
市
民
体
育
館
※
出
入
り
自
由

他
更
衣
室
あ
り
・
浴
衣
歓
迎

問
田
口（
☎
７
５
２

｜

２
６
８
３
）

夏
季
企
画
展
・
記
念
講
演
会

「
火
炎
土
器
と
水
煙
土
器
に

み
る
縄
文
人
の
交
流
」

日
7
月
29
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

3
時

定
50
人

講
今
福
利
恵
さ
ん
（
山
梨
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

会
・
申
・
問
博
物
館
（
☎
７
５
７

｜

５
５
３
１
）

夏
季
企
画
展

「
野
首
遺
跡
出
土
品
の
す
べ
て
」

　
今
年
３
月
、
出
土
品
が
市
指
定

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
を
展
示
し
ま
す
。

日
７
月
22
日
㈯
〜
８
月
27
日
㈰
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
※
入
館
は

４
時
30
分
ま
で

休
７
月
24
㈪
・
7
月
31
日
㈪
・
８

月
７
日
㈪
・
8
月
21
日
㈪

￥
３
０
０
円
※
中
学
生
以
下
無
料

会
・
問
博
物
館
（
☎
７
５
７

｜

５

５
３
１
）

【里山にいきる世界のいきものずかん～外来種とくらす私たち】

　十日町市や日本の里山に生きる外来種に注目し、入ってきた経緯や人間との関わり・

生態などを紹介します。

日７月15日㈯～９月24日㈰午前９時～午後５時

※入館受付は４時30分まで

【クワカブルーム】

　生きたカブトムシやクワガタムシを観察し放題の夢

空間。カブトムシやクワガタムシのツノやアゴの形、

争いやエサを食べる様子などが、間近で観察できます。

日７月15日㈯～９月10日㈰午前９時～午後５時

※入館受付は４時30分まで

〈共通〉

￥500円、小学生以上300円、未就学児・友の会会員

無料

問「森の学校」キョロロ（☎595-8311）

「森の学校」キョロロ 夏季企画展
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市報とおかまち　平成29年７月10日号17

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

三
好
園
納
涼
会

日
7
月
29
日
㈯
午
後
6
時
〜
8
時

会
・
問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三

好
園（
☎
７
５
６

｜

２
１
０
６
）

フ
ォ
ル
ト
ネ
ッ
ト
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
お
茶
に
し
よ
う
じ
ゃ
ね
ぇ
会
】

日
8
月
5
日
㈯

会
分
じ
ろ
う

￥
３
０
０
円

内
ひ
き
こ
も
り
か
ら
社
会
参
加
へ

の
道
の
り

【
ひ
き
こ
も
り
さ
ん
の
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
】

日
毎
週
㈫
・
㈭
午
後
1
時
〜
4
時

会
ね
こ
ろ
ん
だ
（
昭
和
町
1
）

〈
共
通
〉

問
フ
ォ
ル
ト
ネ
ッ
ト
・
関
口(

☎

０
９
０

｜

４
９
５
５

｜

４
１
６

９)夏
休
み百

人
一
首
で
遊
ぼ
う

日
8
月
7
日
㈪
午
前
9
時
30
分
〜

正
午
※
受
付
9
時
15
分
〜

会
サ
ン
ク
ロ
ス

〆
7
月
31
日
㈪

申
・
問
百
人
一
首
万
葉
の
会
事
務

局
（
北
越
保
育
園
内
☎
７
５
７

｜

３
８
６
０
）

第８回 情報館まるごと体感フェア　7月27日㈭～８月６日㈰

【映画「風の波紋」上映会】 

日７月29日㈯午前10時～ 11時50分・午後２

時～５時５分

他主題歌を歌う天野季子さんのミニコンサー

ト、午後は小林茂監督のトークショーも開催

【ジオラマ工作教室】

日７月30日㈰午前10時～正午・午後２時～４時

対小学生以上（保護者同伴で幼児も可）

￥千円から

定各20人※要事前申し込み

内カブトムシなどのジオラマを作ります

【木の動物クラフト教室】

日８月２日㈬午前９時30分～ 11時30分

対小学生（保護者同伴で幼児も可）

￥300円　

定各20人※要事前申し込み

【楽しいフォトフレーム手芸教室】

日８月４日㈮午前10時～正午

対小学生（保護者同伴で幼児も可）

￥500円

定20人※要事前申し込み

【キョロロ出前講座 昆虫標本づくり】

日８月５日㈯午前10時～正午

対小学生（保護者同伴で幼児も可）

￥500円

定10人※要事前申し込み

【子ども野外映画会＆線香花火大会】

日８月５日㈯午後７時30分～８時30分

対小学生（保護者同伴で幼児も可）

【心和ますミニコンサート】

●和幸（ギター）

日７月30日㈰午後４時～４時30分

●津南コカリナサークル有志（コカリナ）

日８月６日㈰午後３時30分～４時

【移動図書館車、ひまわり号がやって来る】

日７月28日㈮ 午後１時30分～３時30分

【こども司書養成連続講座①

～きみも図書館マイスターになれる～】

　司書の仕事を体験し、図書館の使い方を学ぶ

連続講座（全４回）の第１回です。

日７月29日㈯午後１時30分～４時

　※②８月26日㈯③９月30日㈯④10月28日㈯

対全４回参加できる小学生

定10人※要事前申し込み

【おはなしぴよぴよ 夏まつりスペシャル

たのしい夜のおはなし会】

日７月29日㈯午後７時～８時30分

対小学生（保護者同伴なら幼児も可）

定20人※要事前申し込み

【山下多恵子さん講演会「北條民雄」を読む】

日７月30日㈰午後２時～３時30分

【大学教授によるバリアフリー本の紹介】

　障がい者や高齢者も楽しめる、バリアフリー

の本などを紹介・展示します。

日８月２日㈬午後３時～４時、３日㈭午前10

時30分～11時30分

講野口武悟さん（専修大学文学部教授）

【楽しい論語素読体験Ⅱ】

日８月５日㈯午後２時～３時（子ども向け）、

６日㈰午前10時～11時（大人向け）

【絵本作家・かんべあやこさんの読み聞かせ会】

日８月６日㈰午後２時～３時

対幼児～小学生

他サイン会・絵本の販売会あり

〈共通〉

会・申・問情報館（☎750-5100）

もっと情報館の楽しさを知ろう！ もっと本のことを知ろう！

　家庭・職場・地域で性別による固定的な役割分担意識にとら

われず、いきいきと活動している姿で、男女共同参画を身近に

感じられる写真を募集します。

対県内在住の人※プロの写真家は除く

●応募点数＝１人３点

●作品要件＝白黒・カラーは問わず、２Ｌサイズのプリント作

品のみ。自作、未発表で１年以内に撮影したもの（合成・加

工不可）。被写体（人物）が家族以外のときは、本人の承諾

を得て応募すること

他応募した写真は返却しません

〆10月２日㈪必着

申・問応募用紙にエピソードやコメントを記載して、郵送また

は持参で〒950－8570新潟市中央区新光町４番地１新潟県

県民生活・環境部男女平等社会推進課へ（☎025-280-5142）

作品募集
「みんなが主役！男女共同参画フォトコンテスト」

参
加
者
募
集

や
ま
ま
ゆ
の
繭
を

捕
っ
て
み
ま
せ
ん
か

日
7
月
15
日
㈯
午
前
9
時
〜
10
時

●
集
合
場
所
＝
水
辺
の
楽
校
（
つ

ま
り
っ
子
ひ
ろ
ば
）

対
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

持
雨
具
・
長
靴

他
雨
天
決
行

問
や
ま
ま
ゆ
懇
談
会
・
高
橋
（
☎

０
９
０

｜

６
７
９
０

｜

４
１
８

２)

市
民
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

●
募
集
人
員
＝
10
人
程
度

●
年
齢
＝
18
歳
以
上
※
高
校
生
不

可
●
雇
用
期
間
＝
７
月
20
日
㈭
〜
8

月
20
日
㈰
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
30
分

●
時
給
＝
９
５
０
円

対
健
康
で
泳
げ
る
人

他
事
前
に
救
急
法
を
受
講
（
1
時

間
30
分
程
度
）

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６

｜

５
０
１
３
）

第16回 信濃川水辺の楽校

　信濃川周辺に生息する水生生物・昆虫・

植物・野鳥の観察や、自然を感じるゲーム

をします。

日７月30日㈰午前９時45分～正午

　※受付９時30分～

会つまりっ子ひろば

対子どもとその保護者

￥200円※観察ガイド１冊300円

持筆記用具・帽子・長靴・雨具・水筒・虫

よけ

他当日の天候により中止することあり

　※小雨決行

〆７月27日㈭

申・問水辺の楽校活用協議会事務局（建設

課監理係内☎757-3117）

参
加
者
募
集

十
日
町
市
移
住
者
の
会

　
結
婚
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
で
十
日

町
市
に
移
住
し
た
人
た
ち
で
、
移

住
後
の
悩
み
や
住
居
者
目
線
で
見

た
十
日
町
市
の
魅
力
な
ど
の
情
報

を
交
換
し
合
う
「
移
住
者
の
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
８
月
６
日
㈰
午
後
３
時
〜
５
時

対
市
内
に
移
住
し
た
人

￥
５
０
０
円
※
税
込
み
・
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
代

会
・
申
・
問
氏
名
・
移
住
歴
・
移

住
理
由
・
当
日
話
し
た
い
内

容
を
明
記
し
て
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
（to

k
a
m
a
ch
iy
e
ll@

g
m
a
il.c
o
m

）
でA

エ

ー

ル

L
E

　

b

ビ
ア

e
e
r
& ア

ン
ドp

ピ
ッ
ツ
ア

izza

へ
（
☎
７
６
１

｜

７
４
０
１
）

参
加
者
募
集

水
沢
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

　
気
軽
に
新
し
い
出
会
い
を
探
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
8
月
6
日
㈰
午
後
4
時
〜
7
時

会
二
葉
家
（
土
市
２
）

対
20
歳
以
上
の
独
身
男
女
※
男
性

は
水
沢
地
区
に
在
住
す
る
人

￥
男
性
6
千
円
、
女
性
3
千
円

定
男
女
各
先
着
20
人

〆
7
月
31
日
㈪

申
・
問
申
込
用
紙
（
水
沢
商
工
会

青
年
部
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

を
記
入
し
て
、
持
参
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

郵
送
の
い
ず
れ
か
で
〒
９
４
９

｜

８
５
２
３
新
宮
甲
４
７
５

｜

６
　
水
沢
商
工
会
へ
（
☎
７
５

８

｜

３
０
３
５
、
Ｆ
７
５
８

｜

４
０
０
４
）

参
加
団
体
募
集

十
日
町
お
お
ま
つ
り

明
石
万
灯
・
大
民
謡
流
し

日
8
月
25
日
㈮
午
後
7
時
〜
8
時

30
分
（
予
定
）

〆
7
月
24
日
㈪

申
・
問
明
石
万
灯

：

十
日
町
商
工

会
議
所
（
☎
７
５
７

｜

５
１
１

１
）、
民
謡
流
し

：

市
観
光
協

会
（
☎
７
５
７

｜

３
３
４
５
）
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健
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て
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ツ

く
ら
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18市報とおかまち　平成29年７月10日号

お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員

締め切り 申し込み ＦＡＸ問い合わせその他講師持ち物

日 休 会 対 ￥ 定 内
他 〆 申 問 Ｆ持 講

市報とおかまち　平成29年７月10日号19

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

在
職
者
訓
練
（
技
能
向
上

　

コ
ー
ス
）
受
講
生
募
集

【
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
（S

o
lid
W
o
rk
s

）
】

日
８
月
18
日
㈮
・
23
日
㈬
・
25
日

㈮
・
30
日
㈬
午
後
6
時
30
分
〜

9
時

￥
３
９
０
０
円

定
10
人
※
定
員
に
達
し
し
だ
い
終

了
内
簡
単
な
機
械
図
面
か
ら
部
品
の

作
成
と
ア
セ
ン
ブ
リ
を
行
い
、

穴
加
工
装
置
を
完
成
さ
せ
る
操

作
を
体
験
し
ま
す

〆
8
月
4
日
㈮

会
・
申
・
問
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル
（
上
越
市
・
☎
０
２
５

｜

５
４
５

｜

２
１
９
０
）

「
陸
・
海
・
空
」

自
衛
官
募
集　

●
募
集
種
内
容
＝
①
一
般
曹
候
補

生
・
②
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）・

③
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）・

④
航
空
学
生

対
18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
航
空
学

生
は
18
歳
以
上
21
歳
未
満
）

●
募
集
期
間
＝
①
・
④
７
月
１
日

㈯
〜
９
月
８
日
㈮
、
②
・
③
通

年

問
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部
長

岡
出
張
所
（
☎
０
２
５
８

｜

３

３

｜

０
２
５
６
）

信
濃
川
・
大
河
津
分
水

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
信
濃
川
・
大
河
津
分
水
の
魅
力

を
伝
え
る
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

●
部
門
＝
撮
影
場
所
な
ど
で
4
部

門
※
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
あ
り

●
作
品
要
件
＝
カ
ラ
ー
・
白
黒
と

も
サ
イ
ズ
は
四
つ
切
り
ま
た
は

ワ
イ
ド
四
つ
切
り
で
銀
塩
プ
リ

ン
ト
※
合
成
、
組
写
真
不
可

対
ア
マ
チ
ュ
ア
の
み

他
河
川
の
水
面
が
写
っ
て
い
る
こ

と
〆
10
月
13
日
㈮

申
・
問
写
真
裏
面
に
氏
名
・
年

齢
・
住
所
・
電
話
番
号
・
応
募

部
門
・
題
名
・
撮
影
場
所
・
河

川
名
を
記
入
し
た
応
募
票
を
貼

付
し
、
郵
送
で
〒
９
４
０

｜

０

０
９
８ 

長
岡
市
信
濃
１

｜

５

｜

30
　
信
濃
川
河
川
事
務
所
総

務
課
へ
（
☎
０
２
５
８

｜

32

｜

３
０
２
０
）

平
成
29
年
度
介
護
保
険
料

　
介
護
保
険
料
額
が
決
定
し
ま
し

た
。
通
知
書
を
郵
送
す
る
の
で
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

対
65
歳
以
上（
第
１
号
被
保
険
者
）

【
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
で
納
め
る
方
法
）
の
人
】

●
発
送
日
＝
７
月
14
日
㈮

　
７
月
〜
翌
年
３
月
ま
で
の
保
険

料
額
を
通
知
し
ま
す

【
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）の
人
】

●
発
送
日
＝
７
月
25
日
㈫

　
10
月
・
12
月
・
翌
年
２
月
の
年

金
天
引
き
額
を
通
知
し
ま
す

問
医
療
介
護
課
介
護
保
険
係
（
☎

７
５
７

｜

３
７
５
７
）

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会

【
夜
間
講
習
コ
ー
ス
】

日
8
月
2
日
㈬
・
16
日
㈬
午
後
７

時
〜
９
時
※
計
４
時
間

会
分
じ
ろ
う

定
３
人
以
上

【
日
中
講
習
コ
ー
ス
】

日
8
月
6
日
㈰
午
後
１
時
〜
５
時

会
中
里
保
健
セ
ン
タ
ー

定
20
人

平成30年度採用 十日町地域広域事務組合　職員（消防士）募集

●募集職種・人数＝消防士（上級または初級）若

干名

●受験資格＝①平成４年４月２日以降生まれの人

②身体強健で大型自動車運転免許取得可能な人

③採用後、十日町市・津南町に居住可能な人

・上級：大学を卒業した人※卒業見込みの人含

む

・初級：高等学校を卒業した人※卒業見込みの

人、短期大学など上位学校を卒業した人また

は在学中の人含む

●試験方法

・第１次試験：９月17日㈰、試験科目：教養試験・

消防適性検査・作文・体力試験

・第２次試験：10月中、試験科目：面接試験

●申込期間＝７月10日㈪～８月18日㈮※当日消

印有効

●必要書類＝

①職員採用試験申込書（問い合わせ先・各分

署に配置、ホームページ（http://www.

tokamachi-kouiki.jp/）からも入手可）※

申込書の請求は土・日曜日、時間外でも可。

郵送での請求は上級・初級の区分を明記し、

82円切手（定形外は120円）を貼付した返信

用封筒を同封して問い合わせ先へ

②最終卒業校（１年制専門学校は高等学校）の成

績証明書※卒業見込みの人は最近までのもの

③卒業見込みの人は卒業見込証明書

④82円切手２枚（通知用）

申・問必要書類を郵送（書留のみ可。封筒の表に

「受験申込」と朱書きすること）または持参で、

〒948-0007四日町新田1041番地十日町地域消

防本部総務課庶務係（☎757-1556）

〈
共
通
〉

対
15
歳
以
上

￥
１
５
０
０
円
※
教
材
代
・
保
険

料
内
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
の
除

細
動
・
気
道
異
物
除
去
な
ど

〆
７
月
28
日
㈮

申
・
問
日
赤
十
日
町
市
地
区
事
務

局
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
７

５
０

｜

５
０
１
０
）

参
加
者
募
集

　
　

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
２
０
１
７

　
認
知
症
の
人
と
一
緒
に
行
う
、

タ
ス
キ
リ
レ
ー
で
す
。

日
9
月
24
日
㈰
午
前
ス
タ
ー
ト
・

午
後
3
時
30
分
ゴ
ー
ル
予
定

会
市
内
各
地
（
ス
タ
ー
ト
地
点
）

※
分
じ
ろ
う
が
ゴ
ー
ル

対
3
人
以
上
の
チ
ー
ム

￥
２
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
１

５
０
０
円
、
特
別
枠
千
円
（
Ｔ

シ
ャ
ツ
・
保
険
料
込
み
）

他
徒
歩
・
自
転
車
・
車
い
す
の
参

加
も
可

〆
7
月
21
日
㈮

申
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

問
魚
沼
エ
リ
ア
代
表
・
高
橋
（
☎

０
８
０

｜

５
９
４
４

｜

２
９
４

４
）

子
ど
も
探
検
隊
２
０
１
７

　
十
日
町
・
津
南
地
域
の
農
業
水

利
施
設
見
学
会
で
す
。

日
７
月
29
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午

●
見
学
施
設
＝
清
津
川
揚
水
機

場
・
桔
梗
原
頭
首
工
・
雪
室
貯

蔵
施
設
※
貸
切
バ
ス
で
移
動

対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
40
人
※
保
護
者
含
む

申
・
問
十
日
町
地
域
振
興
局
（
☎

７
５
７

｜

５
５
１
９
）

子
ど
も
博
物
館

「
土
器
の
発
掘
体
験
と

　

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り
」

日
８
月
５
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
小
学
4
〜
6
年
生
※
保
護
者
の

参
加
可

￥
５
０
０
円

定
先
着
10
人

持
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

〆
７
月
22
日
㈯

会
・
申
・
問
申
込
書
（
市
内
小
学

校
に
配
布
）
に
参
加
費
を
添
え

て
博
物
館
へ
（
☎
７
５
７

｜

５

５
３
１
）

夏
休
み
親
子
自
由
研
究
サ
ポ
ー
ト

縄
文
土
器
を
つ
く
ろ
う
！

　
親
子
で
縄
文
土
器
を
つ
く
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
８
月
６
日
㈰
・
20
日
㈰

●
自
由
研
究
＝
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
２
時
45
分

●
自
由
工
作
＝
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
15
分

　
※
両
日
参
加
必
須

会
笹
山
縄
文
館

対
小
学
生
以
上
（
保
護
者
同
伴
）

￥
２
０
０
円

定
15
人

他
20
日
は
お
昼
に
火
焔
型
土
器

（
模
造
）
で
作
る
縄
文
汁
の
サ

ー
ビ
ス
あ
り

〆
７
月
30
日
㈰

申
・
問
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
メ
ー
ル
（m

u
se
u
m
.1
0
@

c
ity
.to
k
a
m
a
c
h
i.lg
.jp

）
ま

た
は
電
話
で
博
物
館
へ
（
☎
７

５
７

｜

５
５
３
１
）

　バイオマスプラスチック製ごみ袋の文字色と一部デザインが変わ

ります。新しいものは、文字色が青色です。７月から各交換所で順

次配布します。燃やすごみの日には、文字色が緑色のものも、引き

続きご利用いただけます。

●バイオマスプラスチック製ごみ袋交換所

（平成29年６月末現在）

各支所地域振興課、市役所売店、エコクリーンセンター、各公民

館（中央・中条・下条・川治・水沢・吉田）、四季彩館ベジぱーく、

まちのす、分じろう、十じろう、岡村商店、イオン十日町店、Ａ

コープ各店、クロステン、千年の市じろばた、えことぴあ、中里

商工会、コープ中里、関商店、ファミリーマート道の駅まつだい、

合同会社うらだ

問環境衛生課（☎752-3924）

エコポイント事業
バイオマスプラスチック製ごみ袋の一部変更について

新（文字色：青）
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催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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お知らせ・ガイド
休館日日時 会場 対象者 料金 （記載がないときは無料） 内容定員
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

市
内
の
プ
ー
ル
を
開
設
し
ま
す

●
開
場
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

￥
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
０

０
円
、
幼
児
１
０
０
円

※開設期間外は（　）内に問い合わせてください

施設名 開設期間 問合せ※

市民
プール

７月22日㈯
～８月20日㈰

☎752-0737
（スポーツ振興課☎756-5013）

松代
小学校

７月22日㈯
～８月20日㈰

☎597-2012
（松代公民館☎597-2301）

松之山
プール

７月23日㈰
～８月21日㈪

☎596-2194
（松之山公民館☎596-2265）

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

始
め
ま
し
た

　
筋
力
ア
ッ
プ
・
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ

プ
・
動
作
の
改
善
な
ど
、
一
人
ひ

と
り
の
要
望
に
応
え
ま
す
。

対
中
学
生
以
上

￥
コ
ー
ス
、
時
間
に
よ
っ
て
変
更

あ
り

持
運
動
の
で
き
る
服
装
・
飲
み
物
・

タ
オ
ル
・
内
履
き

会
・
申
市
総
合
体
育
館

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２

｜

４
３

７
７
）

「
段
十
ろ
う
」の
利
用
開
始
日

　
11
月
30
日
㈭
で
市
民
会
館
・
中

央
公
民
館
は
閉
館
し
ま
す
。
12
月

１
日
㈮
か
ら
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー

ル
・
中
央
公
民
館
「
段
十
ろ
う
」

が
利
用
可
能
で
す
。

問
生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７

｜

５

０
１
１
）

信
濃
川
の
増
水
に
注
意

調
整
池
は
立
入
禁
止
で
す

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
信
濃
川
発
電
所
で

は
、
信
濃
川
や
浅
河
原
に
あ
る
調

整
池
で
の
水
難
事
故
防
止
の
た

め
、警
報
装
置
と
し
て
サ
イ
レ
ン
・

ス
ピ
ー
カ
ー
あ
る
い
は
柵
や
立
入

禁
止
の
看
板
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
警
報
が
放
送
さ
れ
た
ら
、
直
ち

に
川
か
ら
離
れ
、
安
全
な
場
所
へ

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
浅

河
原
に
あ
る
調
整
池
に
は
水
難
防

止
の
た
め
、
立
ち
入
ら
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
Ｊ
Ｒ
東
日
本
信
濃
川
発
電
所

（
☎
０
２
５
８

｜

82

｜

２
７
０

２
※
休
日
・
夜
間
は
☎
０
２
５

８

｜

82

｜

０
１
９
６
）

「
司
法
書
士
の
日
」
記
念
事
業

無
料
相
談

日
8
月
3
日
㈭
各
司
法
書
士
事
務

所
の
営
業
時
間
内

会
県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

内
不
動
産
の
相
続
や
売
買
・
会
社

の
登
記
、
成
年
後
見
・
借
金
・

ほ
か
訴
訟
に
関
す
る
こ
と
な
ど

問
県
司
法
書
士
会
（
☎
０
２
５

｜

２
４
４

｜

５
１
２
１
）

「
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
無
料
相
談
会

日
８
月
５
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
※
受
付
３
時
ま
で

会
ク
ロ
ス
テ
ン

対
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎
に

な
っ
た
人
と
そ
の
家
族

申
・
問
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟

事
務
所
（
☎
０
２
５

｜

２
２
３

｜

１
１
３
０
）

依
存
症
問
題
を
考
え
る

家
族
相
談
会

日
8
月
5
日
㈯
午
後
2
時
〜
4
時

※
完
全
予
約
制

会
市
江
南
区
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
き

ら
と
ぴ
あ
（
新
潟
市
江
南
区
泉

町
3
丁
目
３
番
３
号
）

対
家
族
に
依
存
症
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
人
・
家
族
相
談
を
担
当

し
て
い
る
援
助
職
の
人

￥
千
円
※
資
料
代

他
日
時
が
変
更
に
な
る
と
き
が
あ

　
る
の
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

　w
w
w
.gam

blin
gaddiction

.jp/

）

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
を
考

え
る
会
（
☎
０
３

｜

３
５
５
５

｜

１
７
２
５
）

長
岡
高
専
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
７

日
8
月
5
日
㈯
・
6
日
㈰
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時

対
中
学
１
年
〜
３
年
生
と
保
護
者

内
学
校
説
明
・
施
設
見
学
・
体
験

学
習
な
ど

〆
７
月
25
日
㈫

会
・
申
・
問
長
岡
工
業
高
等
専
門

学
校
（
☎
０
２
５
８

｜

34

｜

９

４
３
４
）

出
張
労
働
相
談
会

　
退
職
を
認
め
て
く
れ
な
い
・
パ

ワ
ハ
ラ
を
受
け
て
い
る
な
ど
、
労

働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
事

に
労
働
相
談
所
職
員
が
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。

日
8
月
29
日
㈫
正
午
〜
午
後
3
時

30
分

会
十
日
町
地
域
振
興
局

問
新
潟
県
長
岡
労
働
相
談
所
（
☎

０
２
５
８

｜

37

｜

６
１
１
０
）

県
商
工
連
合
会

無
料
法
律
相
談

　
商
工
業
者
な
ど
を
対
象
と
し

た
、
弁
護
士
に
よ
る
個
別
の
法
律

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は

予
約
制
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
／
会
８
月
３
日
㈭
午
前
10
時
〜

正
午
／
松
代
町
商
工
会

日
／
会
８
月
24
日
㈭
午
前
10
時
〜

正
午
／
中
里
商
工
会

　
※
い
ず
れ
も
要
予
約

申
・
問
県
商
工
連
合
会
長
岡
支
所

（
☎
０
２
５
８

｜

21

｜

０
６
８

８
）

問上下水道局事務係（☎757-6531）

水道事業 平成28年度下半期の業務状況と平成29年度予算

■給水業務量の状況
平成28年10月１日～29年３月31日 平成28年10月１日～29年３月31日

■損益計算書

区　　　分
28年度
下半期

27年度
下半期

前年度比

増　減 比率（％）

給水栓数 12,243 12,225 18 0.1

給
水
量

総　　数
（㎥）

1,670,050 1,709,759 △39,709 △2.3

一日平均
（㎥）

9,151 9,343 △192 △2.1

収　入
３億3,755万円

支　出
３億801万円

水道料金
３億984万円
91.8％

委託料
5,087万円 16.5％

その他
2,089万円
6.8％ 減価償却費

9,102万円
29.3％

減価償却費
１億2,695万円
41.2％

その他
312万円
0.9％

支払利息
1,610万円
5.2％

修繕費
2,487万円
8.1％

動力費
3,962万円
12.9％

人件費
2,871万円
9.3％

長期前受金戻入
2,459万円
7.3％

※消費税相当分を
　除いて表示

平成28年度下半期の業務状況

■収益的収入・支出（税込） ■資本的収入・支出（税込）

収　入
７億3,865万円

支　出
６億6,331万円

水道料金
６億7,209万円
91.0％

減価償却費
２億2,741万円
34.3％

その他
1,975万円
2.7％

長期前受金戻入
4,681万円
6.3％

その他
6,131万円
9.2％

人件費
5,166万円
7.8％

動力費 9,720万円 14.7％

修繕費 8,090万円
12.2％

委託料
１億980万円 16.5％

支払利息
3,503万円
5.3％

支  出
７億3,955万円 

補償金 5,190万円 10.8％

企業債
４億1,860万円
87.2％

加入金 373万円 0.8％

浄水場改築工事
４億650万円
55.0％

負担金 562万円 1.2％

収入
４億7,985

万円

その他
199万円 0.3％

企業債償還金
8,584万円 11.6％

事務費
5,082万円 6.9％

配水管布設替工事
１億2,800万円 17.3％

耐震化事業関連工事
1,300万円 1.7％

消火栓新設工事
540万円 0.7％

施設改良工事
4,800万円 6.5％

損益勘定留保資金など
２億5,970万円

※収入が支出に対し
て不足する額は、
減価償却費などの
留保資金で補てん
します

平成29年度予算



連載コーナー

里
山
で
育
ま
れ
た
知
恵
や
技
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
☎
７
５
７

｜

３
１
１
２
ま
で

市報とおかまち

取
材
し
た
人

連載コーナー

むすびフェイスブック むすびブログ
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市民活動
ネットワ

ークひと
サポが、

旬な人・
団体を紹

介します
。

連載コーナー

112

子
育
て
を
楽
し
め
る
地
域
と
な
る
た
め
に

子
育
て
サ
ー
ク
ル 

む
す
び

　
子
育
て
中
の
親
た
ち
に
、
ゆ
っ
く
り
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
す
る

息
抜
き
の
場
所
を
提
供
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
平
成
28
年
７
月
に
立
ち
上
げ
た
会
で

す
。
の
ん
び
り
過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と
を
大
切
に
し
た
「
む
す
び
カ
フ
ェ
」
を
開
設
す

る
ほ
か
、
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
、
子
育
て
を
応
援
し
て
い

ま
す
。◆

問
合
せ

：

代
表
・
阿
部
美
記
子
さ
ん
（
☎
０
８
０
―
５
４
２
６
―
５
５
２
４
）

活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

｜

７
４
４
４

子
育
て
中
だ
か
ら
こ
そ
、
ひ
と
息
つ

け
る
時
間
、
子
ど
も
と
一
緒
に
く
つ
ろ

げ
る
場
所
が
ほ
し
い
―
三
児
の
母
で
あ

る
代
表
の
阿
部
美
記
子
さ
ん
（
江
道
・

32
歳
）
は
、
家
事
・
育
児
・
仕
事
に
奮

闘
す
る
中
で
、
自
身
が
感
じ
た
思
い
を

胸
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

多
く
の
人
と
の
出
会
い
を
生
か
し
て

会
を
立
ち
上
げ
、
企
画
・
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。
市
外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

も
積
極
的
に
出
向
き
、
参
加
者
や
講
師

と
話
を
し
て
、
新
た
な
知
識
や
別
の
視

点
な
ど
を
学
び
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、

面
白
そ
う
だ
と
感
じ
た
も
の
は
自
分
た

ち
の
活
動
に
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

「
む
す
び
カ
フ
ェ
」
の
特
徴
は
、
み
ん

な
で
何
か
を
す
る
の
で
は
な
く
、
自
宅

で
く
つ
ろ
ぐ
よ
う
に
好
き
な
こ
と
を
し

て
の
ん
び
り
す
る
こ
と
。
今
後
は
各
地

域
の
公
民
館
で
も
カ
フ
ェ
を
開
設
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
家

事
サ
ポ
ー
ト
や
一
時
的
な
子
ど
も
の
預

か
り
な
ど
、
今
後
や
っ
て
み
た
い
こ
と

の
ア
イ
デ
ア
は
膨
ら
み
ま
す
。
こ
う
し

た
取
組
み
を
行
い
、
子
育
て
を
楽
し
め

る
地
域
に
な
る
た
め
に
、
ひ
と
つ
ず
つ

思
い
を
形
に
し
て
行
き
ま
す
。

「むすびカフェ」は、毎月第２～４木曜日
の午前10時半から午後２時半まで川治公
民館で開設しています。参加費はお茶代の
300円で、お菓子・おもちゃ・絵本が用意
され、お弁当の持ち込みもできます。

代表の阿部さん自身が移住者であることから、一人で心細い人や誰かとおしゃ
べりしたい人がふらっと立ち寄れる場を目指しています。日々のカフェの様子
やイベント情報は、フェイスブックやブログで発信しています。

これまで、男性の育休取得者
の体験談を聞く会・コーヒー
飲み比べ・アスパラ収穫体験・
言葉がけ講座・森のようちえ
ん講演会など、さまざまなイ
ベントを開催しました。どれ
も子どもが一緒に参加できる
ように心がけています。

❺❸❶

❷

❹

お
ら
ほ
の

た
か
ら

｜ 

つ
な
ぐ
知
恵
と
技 

｜

26

「
昔
は
盆
祭
り
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
ほ

か
の
集
落
の
夜
祭
に
も
参
加
し
、
踊
り
や

太
鼓
を
披
露
し
て
回
っ
た
ん
だ
。
そ
こ
で

太
鼓
の
た
た
き
方
を
覚
え
た
ん
だ
よ
」

「
今
で
は
後
継
者
が
い
な
い
の
が
本
当

に
残
念
。
録
音
す
れ
ば
と
い
う
声
も
あ
る

が
、
実
際
に
た
た
か
な
け
れ
ば
価
値
が
な

い
。
後
継
者
が
見
つ
か
る
ま
で
、
続
け
ら

れ
た
ら
い
い
ね
」

「
祭
り
が
始
ま
る
ぞ
！
神み

こ

し輿
が
来
る

ぞ
！
と
い
う
合
図
の
た
め
、
太
鼓
を
た
た

く
ん
だ
」

重
地
集
落
で
は
、
太
鼓
打
ち
は
先
導
と

し
て
神
輿
と
帯
同
し
、
村
を
回
り
ま
す
。

久
信
さ
ん
は
、
56
歳
の
と
き
に
集
落
の
先

輩
か
ら
太
鼓
打
ち
を
引
き
継
い
で
以
来
、

30
年
余
り
の
間
、
集
落
の
祭
り
で
太
鼓
を

た
た
い
て
来
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

岩
崎 

嵩
し
ゅ
う

さ
ん

鬼
太
鼓

　
大
口 

久
信
さ
ん（

重
地
・
86
歳
）

「受け継がれてきた伝統を守りたい」

❶見るからに年季の入った重

地の太鼓。❷手になじむよう

緩やかに歪
わいきょく

曲したうるしの木

で作られたバチ。❸「気合い

が入るんだ」と太鼓をたたく

ときは必ず着るというはっ

ぴ。❹重地集落の神輿とうち

わ。❺「重地寄せ太鼓は佐渡

の鬼太鼓が発生だと言われて

いるんだ」

初めて集落の太鼓を聴
かせて貰いました。こ
れだけの技術は簡単に
は真似できないので、
これからも受け継がれ
てほしいです。
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西小学校
145

　自分の気持ちを形や色で表しま
した。上から下にいくにつれて、
明るい気持ちがだんだん暗くなっ
ていくようにしました。いろいろ
な気持ちに合った色を使いました。

　授業を受けているときの風景
です。大変だったところは人の
姿で、特に手足です。自分の手
を見て工夫し、色使いも気を付
けて描きました。

　うみのいきものをかきまし
た。サメやザリガニもいます。
かみをいろいろなかたちにきっ
て、さかなたちがたのしくあそ
んでいるようにかきました。

　たまごの中からいろいろな花
のブローチが出てきています。
かざりをつけてかくのがたいへ
んでしたが、色とりどりに上手
にかけました。

目
の
前
の
風
景

村
山
　
莉り

さ彩
さ
ん
（
６
年
）

わ
た
し
の
心

田
村
　
郁ふ
み

菜な

さ
ん
（
５
年
）

う
み
の
な
か
は
、

　
　
い
き
も
の
で
い
っ
ぱ
い

金
子
　
新あ
ら
ん
ど人

さ
ん
（
１
年
）

花
の
ブ
ロ
ー
チ

金
﨑
あ
さ
ひ
さ
ん
（
２
年
）

空とぶ　おしろ

庭野　航
こうだい

大さん（３年）

ぜったいに　こすぞ！

冨田　蒼
そ ら

空さん（４年）

　

４
つ
の
色
を
ま
ぜ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
色
を
作
り
ま
し

た
。
と
く
に
お
し
ろ
の
て
っ

ぺ
ん
を
カ
ラ
フ
ル
に
し
ま
し

た
。
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
や

羽
を
つ
け
て
空
を
と
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　

大
変
だ
っ
た
と
こ
ろ
は
指

で
す
。
バ
ト
ン
を
持
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
上
手
に
か
け
ま

し
た
。
真
剣
に
走
っ
て
い
る

様
子
が
伝
わ
る
よ
う
に
表
情

も
工
夫
し
ま
し
た
。
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